
学校番号 １００１ 

令和 2年度 （専）家庭科 

 

教科 (専)家庭 科目 栄養 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 スキルアップ家庭科 家庭科資料と食品成分表  （大修館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○食生活と自身のからだのかかわりについて関心をもち、積極的に取り組みましょう。 

学んだことを自分の食生活の問題として捉え、よりよい生活を目指します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

栄養素の機能と代謝、各ライフステージにおける栄養・スポーツと栄養などに関する知識を習得さ

せ、健康の維持・増進を図る能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

食生活に関する諸問

題に関心をもち、食育

の推進に向けて、積極

的に取り組もうとす

る意欲と態度を身に

付けている。 

食生活を総合的に捉

えて計画・実践するた

めに課題を見いだし、

思考を深め、食育の推

進に寄与するために、

創意工夫し、表現する

能力を身に付けてい

る。 

栄養、食品、献立な

どに関する技術を身

に付けている。 

栄養、食品、献立、

などに関する知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実習記録 

授業ノート 

研究レポート 

各学期末考査 

 

学習状況の観察 

実習記録 

授業ノート 

研究レポート 

各学期末考査 

学習状況の観察 

実習記録 

授業ノート 

研究レポート 

各学期末考査 

 

学習状況の観察 

実習記録 

授業ノート 

研究レポート 

各学期末考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

栄
養
素
の
機
能
と
代
謝 

人
体
と
栄
養 

人
体
と
栄
養 

 

○栄養と栄養素 

○人体の構成成分と栄養素 

○炭水化物 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a：栄養や栄養素、人体の構成

成分等について関心をもち、実

践的・体験的な活動を通して意

欲的に学習に取り組もうとし

ている。 

b: 栄養や栄養素、人体の構成

成分等の知識や体験活動を通

じて、課題を見いだし、その解

決を目指して考え、表現してい

る。 

d: 栄養や栄養素、人体の構成

成分等について理解し、それを

ふまえてどのように食生活を

おくるべきか分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

５
月 

○脂質 

○たんぱく質 

○ 

○ 

 

○

○ 

 

 

 

 

 

○

○ 

 

a：栄養や栄養素について関心

をもち、実践的・体験的な活動

を通して意欲的に学習に取り

組もうとしている。 

b: 栄養や栄養素の知識や体験

活動を通じて、課題を見いだ

し、その解決を目指して考え、

表現している。 

d: 栄養や栄養素について理解

し、それをふまえてどのように

食生活をおくるべきか分かっ

ている。 

授業観察 

ワークシート 

 

６
月 

７
月 

○無機質 

○ビタミン 

○その他の成分 

○食物の消化と吸収 

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

 ○

○ 

○ 

○ 

a：栄養や栄養素、食物の消化・

吸収について関心をもち、実践

的・体験的な活動を通して意欲

的に学習に取り組もうとして

いる。 

b: 栄養や栄養素、食物の消

化・吸収についての知識や体験

活動を通じて、課題を見いだ

し、その解決を目指して考え、

表現している。 

d: 栄養や栄養素、食物の消

化・吸収について理解し、それ

をふまえてどのように食生活

をおくるべきか分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 



８
月 

９
月 

１
０
月 

食
事
摂
取
基
準
と
栄
養
状
態
の
評
価 

○食事摂取基準 

○栄養状態の評価 

＊測定 

○エネルギー代謝 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a：食事摂取基準や栄養状態の

評価、エネルギー代謝について

関心をもち、実践的・体験的な

活動を通して意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

b: 食事摂取基準や栄養状態の

評価、エネルギー代謝について

の知識や体験活動を通じて、課

題を見いだし、その解決を目指

して考え、表現している。 

c:代謝や栄養価計算、栄養状態

の評価の方法を理解し、計算、

評価をすることができる。 

d: 食事摂取基準や栄養状態の

評価、エネルギー代謝について

理解し、それをふまえてどのよ

うに食生活をおくるべきか分

かっている。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

測定結果レ

ポート 

１
１
月 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養 

○ライフステージと栄養 

乳幼児期の栄養、青少年

期の栄養成年期の栄養、高

年期の栄養 

＊献立作成 

○ ○ ○ ○ a:ライフステージと栄養につ

いて関心をもち、実践的・体験

的な活動を通して意欲的に学

習に取り組もうとしている。 

B：ライフステージと栄養につ

いての基礎的な知識や体験活

動を通じて、課題を見いだし、

その解決を目指して考え、表現

している。 

c: 対象のライフステージを考

慮した献立作成ができる。 

d: ライフステージと栄養につ

いて理解し、それをふまえてど

のように食生活をおくるべき

か分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

献立作成レ

ポート 

 



１
２
月 

課
題
研
究 

○課題研究の手法 

○課題研究の発表 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:自分の食生活と栄養のかか

わりについて関心をもち、実践

的・体験的な活動を通して意欲

的に学習に取り組もうとして

いる。 

b：栄養についての知識や体験

活動を通じて、課題を見いだ

し、その解決を目指して考え、

表現している。自分の食生活を

振り返り研究課題について調

べ、考え、工夫し表現できる。 

c:栄養に関する知識を自分の

生活の問題として捉え、課題の

設定、研究、考察、表現する技

術を身に付けている。 

d:これまでの栄養の学習内容

について理解し、それをふまえ

てどのように食生活をおくる

べきか分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

１
月 

生
理
と
栄
養 

○労働、スポーツと栄養 

○妊娠、授乳期の栄養 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

a: 労働、スポーツと栄養、妊

娠、授乳期の栄養について関心

をもち、実践的・体験的な活動

を通して意欲的に学習に取り

組もうとしている。 

b: 労働、スポーツと栄養、妊

娠、授乳期の栄養に関する基礎

的な知識や体験活動を通じて、 

課題を見いだし、その解決を目

指して考え、表現している。 

d: 労働、スポーツと栄養、妊

娠、授乳期の栄養について理解

し、それをふまえてどのように

調理するべきか分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

 

２
月 

病
態
と
栄
養 

 

○栄養障害と食事 

○病態時の栄養 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 ○ 

○ 

 

a:病態と栄養について関心を

もち、実践的・体験的な活動を

通して意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

b: 病態と栄養についての知識

を基に課題を見いだし、その解

決を目指して考え、表現してい

る。 

d:おもてなし料理の基礎調理

について理解し、それをふまえ

てどのように調理するべきか

分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 


